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令和８年３月１日（日） 第 67回 卒業証書授与式 

寒かった冬もようやく終わり、桜の木もつぼみを膨ら

ませ、暖かい春がやってまいりました。 

本日、この良き日に、神奈川県立西湘高等学校第 67回

目の卒業証書授与式を執り行うことができました。 

ただいま 309 名の皆さんに卒業証書を授与いたしまし

た。卒業生の皆さん、そして保護者の皆様、ご卒業おめ

でとうございます。 

私たち、教職員一同、皆さんのご卒業を、心より、祝福

いたします。 

 

本日、この卒業証書授与式を、執り行うにあたり、ご多

忙中にもかかわらず、ご臨席いただきました 

ＰＴＡ会長、府川健一様、同窓会会長、田中 保行様、

多数のご来賓の皆様、そして、保護者の皆様、高いとこ

ろからではございますが、心よりお礼申し上げます。 

 

さて、卒業生の皆さん、西湘高校で過ごした、この３年

間は、いかがだったでしょうか。 

私は、皆さんが入学した年に、着任し、皆さんとともに
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西湘高校で３年間を過ごしてきました。ですから、赤い

バッジ、赤い上履きの、67期生の皆さんには、特に思い

入れがあります。 

 

校長室で挨拶をしてくれた、体育祭の各団長さん。君

たちの真面目な挨拶と、体育祭で、頑張る姿に胸が熱く

なりました。 

鴨宮の駅に７時前に着く電車に乗り合わせた、各運動

部の皆さん。皆さんの礼儀正しい挨拶は、私の元気の源

となりました。 

山梨での合宿に、ご一緒させていただいた、女子バレ

ー部の皆さん。皆さんの頑張っている姿に、心打たれま

した。 

校長室でクラス写真を、一緒に撮ってくれた、３年４

組の皆さん。十数年ぶりに生徒に囲まれた写真で、「教師

をやっていて良かったな」と、しみじみと思い、うれし

かったです。 

そして何よりここにいる、67期生の皆さん。皆さんが

熱心に授業を受ける姿。部活動で汗を流している姿。学

校行事で頑張っている姿。すべてに感動しました。 
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振り返ると、３年前の入学式の時、希望に満ちた、初々

しい、皆さんの顔を、思いだします。 

私が、入学式に述べた言葉を、覚えていますか。 

私は、次のような言葉を、伝えました。 

『今、置かれている場所で、咲きなさい』 

この言葉は、「今のいる環境の中で、自分のもてる力を

精一杯出して、活躍しなさい。」ということであり、また、

「皆さんの中には、可能性の種が、しっかりと詰まって

いて、どんな環境の中でも、努力次第で、花を咲かせる

ことができる。ぜひ、その種を花開かせて欲しい。」と伝

えました。 

 

皆さんはこの西湘高校で、自分自身の、花を咲かせる

ことができましたか。 

「たくさんの花を咲かせることができた」という人も

いるでしょう。 

「まだ、つぼみの状態だ」という人もいるでしょう。 

「やっと芽が出たばかりだ」という人もいるかもしれ

ません。 
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人の成長はそれぞれに違います。 

皆さんそれぞれの、次のステージで、立派な大輪を咲

かせてください。 

 

卒業にあたり皆さんに、この言葉を贈ります。 

『西湘プライド』 

母校を誇りに思う、言葉があるのは、素敵です。 

西湘高校は、間もなく創立 70 年を迎えます。この間、

２万４千人をこえる卒業生を世に送り出してきました。 

卒業生は、国内外の政治、経済、文化、科学、スポーツ

とあらゆる場面で活躍しています。 

先日、小田原消防の方が、消防点検に来校されました。

そのうちの一人が、２年前の卒業生でした。責任者とし

てグループをまとめ、てきぱきと、業務をこなしていま

した。その立派な姿に感動しました。 

 

本日、この会場においでになった方の中にも、本校の

卒業生が多数いらっしゃることと思います。 

壇上の副校長先生も皆さんの大先輩です。 

今日から卒業生の皆さんは、その仲間入りとなります。
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諸先輩方に続き、各方面で輝いてください。 

 

現在は、先行きが不透明で、予測困難な時代だといわ

れています。昨日はイランで戦闘がはじまりました。世

界は大きく変わり、進歩し続けています。 

 

十数年後、皆さんが 30歳を超えるころには、現在人間

が行っている仕事の多くが無くなり、ＡＩ等にとって代

わられる、とも言われています。 

 

このような予測困難といわれる時代でも、西湘高校で

の、３年間を、柔軟に、そして、たくましく過ごしてきた

皆さんだからこそ、様々な困難をきっと乗り越えること

ができるはずです。 

 

改めて卒業生の皆さんに、この言葉を、伝えます。 

『西湘プライド』 

西湘高校の卒業生として誇りを持ち、仲間と過ごした

この 3 年間を大切に思いながら、新たな世界で、大輪の

花を咲かせてください。 
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みなさんの春は、もうそこまでやってきています。こ

れから始まる、新たな場所で、みなさんが、活躍される

ことを願っています。 

 

以上、卒業生の皆さんの、さらなる前途を期待いたし

まして、学校長の言葉とします。 

 

皆さん、卒業おめでとうございます。 


